

























































































































室の建物については丸山 （1999） に詳細な記述がある） の誕生である。この研究室は仙











最初の卒業生が誕生したのは，大正 15年 3月であった。卒業生は 76名で，法学士
53名，経済学士 12名，文学士 11名 （女性 2名を含む） と記載されている。心理学研究




めであった。実際，三学部は戦後独立することになる。その前の昭和 22年 （1947） に東
北帝国大学は政令により名称を東北大学へと変更した。そして 2年の移行期間の後，文




学部の 1講座として新たな研究室を発展させていくことになる。千葉教授は昭和 15年 
（1940） に東北帝国大学を退官し，建国大学教授として満州へ渡った。その後研究室を















が昭和元年 （1926） に，日本動物心理学会が昭和 8年（1933）に設立され，これに併せ
て専門誌も発刊されるようになった。引き続いて，地方でも同様の動きがみられる。東
北に関してみれば，東北心理学会 （TPA） は 1942年に旧日本心理学会東北 ･北海道地区
部会として発足している。戦中の混乱期の後，1949年に新発足することになった （国分， 
図 1　 本邦実験心理学草創期における東北帝大実験室の設置（数字は 1900年から
1950年までの年数を示す。JPA : 日本心理学会，TPA : 東北心理学会）


















心理学は 1講座として発足し，2講座化される 1974年まで 1講座のまま推移した。
配置される教授は 1名であった。ここで初期というのは，この 1講座の時代と考えるこ
とにしたい。そこで初代は千葉胤成教授（在任期間 : 1923-1940），次いで大脇義一教授
（在任期間 : 助教授時代を含み 1924-1960），そしてその後を継いだ北村晴朗教授（在任
































































る（Yoshimura & Gyoba, 2015 ; 吉村，2016） 。
本論が点検の対象とした東北大学心理学研究室の保管する草創期の実験機器は，吉村









る手がかりは，昭和 10年 （1935） 調べの「控簿」が現在のところ唯一のものである。こ
れは大正 12年（1923）から昭和 13年 （1938） まで購入分のリストである。これら実験
および実習用機器のうち，Zimmermann社などをとおした海外からのものは，図 3に示
すように，ほとんどすべてが大正 13年と同 14年の 2年間で購入されている （佐藤，
2002） 。「控簿」を見いだした丸山は次のように述べている。
「（「控簿」は）昭和 10年 （1935） 調べのもので，大正 12年 （1923） 9月 3日購入のも





































今回の照合作業で確認できた機器には○を付した。大正 12年と同 13年では 17点の
機材中，機器の一部でも確認できたのは 9点であった。大正 14年では 49点中 20点が，




表 1　草創期の主要実験機器と保管状況（昭和 10年控簿より） 
（大正 12年～大正 15年）
　 登録番号 購入年 機材名称 製造元 保管状況
1  TH00005 T12 （1923） Kontrollhammer Zimmermann, Leipzig 〇
2 T12 （1923） Gedachtnisapparat nach Lipmann Max Marx & Berndt, Berlin ×
3 TH00017-1 T12 （1923） ボイスキー　 ? 〇
4 T13 （1924） 焼付器 小西 ×
5 TH00008 T13 （1924） ストロボスコープ ? 〇
6 T13 （1924） 残像試験器 島津 ×
7 T13 （1924） 色盲検査表（石原） ハンダヤ，東京 ×
8 TH00033 T13 （1924） Perimeter nach MacDonald Harry-Lang 
samt Stativ
F. Fritsch 〇
9 T13 （1924） Zeiss - Stereoskop Carl Zeiss, Jena ×
10 T13 （1924） Delineascope Spencer Lens Co. N.Y. ×
11 TH00014 T13 （1924） L abia lpfei fe  mit  verschiebbarem, 
getailtem Stempelc 1-c2
Max Kohl ×
12 TH00016 T13 （1924） Tatz von 10 Resonatoren nach Helm-
holtz
Max Kohl 〇
13 TH00051 T13 （1924） Normalstimmgabel auf Resonanz Kasten Max Kohl 〇
14 TH00051 T13 （1924） Stimmgabeln auf Resonator Kasten fur 
die Tonleiter
Max Kohl 〇
15 TH00047-1 T13 （1924） Tonmesser nach Appunn, 65 Tone von 
c1 bis c2
Max Kohl 〇
16 TH00047-2 T13 （1924） Intervallapparat Max Kohl 〇
17 T13 （1924） 台秤 ?,  納入先 : ?（仙台） ×
18 T14 （1925） Aesthesiometer nach Griesbach Zimmermann, Leipzig ×
19 TH00004 T14 （1925） Esthesiometer de Michotte Boulitte, Paris ×
20 T14 （1925） Thermoesthsiometre de Toulouse Boulitte, Paris ×
21 TH00070 T14 （1925） Druckwage nach Stratton Zimmermann, Leipzig 〇
22 TH00007 T14 （1925） Olfaktometer Zimmermann, Leipzig 〇
23 TH00024 T14 （1925） 温点検出器（4個） 島津製作所 〇
24 TH00001 T14 （1925） Photometer nach Gehlhoff-Schering C.P. Goerz, Leipzig 〇
25 T14 （1925） 顕微鏡写影装置 島津製作所 ×
26 TH00045 T14 （1925） Genauigkeitsprufer des Augenmasses 
nach “Lehmann”
Zimmermann, Leipzig 〇
27 TH00002 T14 （1925） 三連混色器 C号 山越工作所 〇
28 TH00034 T14 （1925） 実体鏡（2台） 島津製作所 〇
29 TH00006 T14 （1925） Reisetonometer nach Hornbostel Zimmermann, Leipzig ×
30 T14 （1925） Metronom mit Unterbrechungsvorrich-
tung
Zimmermann, Leipzig ×
31 TH00022 T14 （1925） Taktiervarrichtung nach Wundt Zimmermann, Leipzig 〇
32 TH00059 T14 （1925） Galton - Pfeife Zimmermann, Leipzig ×
33 T14 （1925） Horscharfeprufer nach Zoth Zimmermann, Leipzig ×
34 TH00062 T14 （1925） Kehltonschreiber nach Kruger Wirth Zimmermann, Leipzig ×
35 TH00039 T14 （1925） Elektromagnetische Stummgable Zimmermann, Leipzig 〇
36 TH00017-2 T14 （1925） Schallschlussel nach Romer Zimmermann, Leipzig ○
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37 TH00015 T14 （1925） Chronoskop mit polaris. Magneten Zimmermann, Leipzig 〇
38 TH00049-1 T14 （1925） Chronographe de Jaquet Boulitte, Paris ×
39 TH00040 T14 （1925） Tertienzahler （1/100 Sekunden-Mes-
sung
F. L. Lohner, Berlin 〇
40 TH00011 T14 （1925） 記時器 ?, 納入先 : 安藤（東京） 〇
41 TH00056-1 T14 （1925） Tachistoskop nach Netschajeff Zimmermann, Leipzig 〇
42 TH00010 T14 （1925） Apparat zur Exposition nach Hack-
lander
Zimmermann, Leipzig 〇
43 TH00021-1 T14 （1925） Dynamometre de Verdin Boulitte, Paris ×
44 TH00021-2 T14 （1925） Dynamometre dynamograph Boulitte, Paris ×
45 TH00028 T14 （1925） Schriftdruckregistrierer nach Schlag Zimmermann, Leipzig ×
46 T14 （1925） Ergograph Zimmermann, Leipzig ×
47 T14 （1925） Pneumographe de Pompilian Boulitte, Paris ×
48 T14 （1925） Federkymographion Zimmermann, Leipzig ×
49 T14 （1925） Registrierapparat schnellem Gang Zimmermann, Leipzig ×
50 T14 （1925） Markiermagneten Zimmermann, Leipzig ×
51 T14 （1925） Mareyscher Tambour （2） Zimmermann, Leipzig ×
52 T14 （1925） カイモグラフ煤煙装置 納入先 : 成瀬（仙台） ×
53 T14 （1925） セラック塗布装置 納入先 : 成瀬（仙台） ×
54 TH00063 T14 （1925） Kurven - Messtisch Zimmermann, Leipzig ×
55 TH00025 T14 （1925） 抵抗器 （複式） ?, 納入先 : 島津（京都） 〇
56 TH00041 T14 （1925） アンメータ  20 amp ?, 納入先 : 島津（京都） ×
57 T14 （1925） Induktorium Zimmermann, Leipzig 〇
58 T14 （1925） Tischtransmission Zimmermann, Leipzig ×
59 TH00042 T14 （1925） ボルトメータ 20V Zimmermann, Leipzig 〇
60 T14 （1925） 感応コイル （10cm） ?, 納入先 : 島津（京都） ×
61 T14 （1925） シングルフラグキー（電池開閉器） ? ×
62 T14 （1925） 電流方向転換器 ?, 納入先 : 島津（京都） ×
63 TH00027 T14 （1925） 抵抗箱 （1110Ω） ?, 納入先 : 島津（京都） 〇
64 T14 （1925） 鉄枠フレームレオスタット ?, 納入先 : 島津（京都） ×
65 TH00050 T14 （1925） 電磁鎚 ?, 納入先 : 安藤，東京 〇
66 T14 （1925） 図形裁断器 ?, 納入先 : 安藤，東京 〇
67 T15 （1926） Haaraesthesiometer Zimmermann, Leipzig ×
68 TH00035 T15 （1926） 色覚検査器 島津製作所 〇
69 TH00003 T15 （1926） Universal-Kontaktapparat Zimmermann, Leipzig 〇
70 TH00003 T15 （1926） Registrien apparat （Motor） （Schleifkon-
takte）
Zimmermann, Leipzig ×
71 TH00041 T15 （1926） Plethysmograph Zimmermann, Leipzig 〇
72 T15 （1926） Registrierapparat schnellem Gang Zimmermann, Leipzig ×
73 T15 （1926） Einrichtung fur Heringische Schleifen Zimmermann, Leipzig ×
































































川内キャンパスへの移転の 5年後，昭和 53年 （1978） 6月 12日に宮城県沖地震が発
生した。都市機能がマヒし，人身への多くの被害も生じた。マグニチュード 7.4，仙台，











この移転は昭和 59年 （1984） 7月に行われたが，草創期機器を含めた物品の一部はそ
のままもとの 9階の実験室の一室に保管する事ができた。それらを移転させる事態が生

















平成 23年 （2011） 3月 11日三陸沖で発生したマグニチュード 9.0，最大震度は宮城県








































その後，昭和 16年の第 8回までは隔年で開催されていた。その間，第 2回大会は昭和
4年に京都帝国大学が，第 3回大会は再び東京帝国大学が主催している。この後，両大
学に次いで心理学講座が開設された東北帝国大学が，昭和 8年に第 4回大会を開催した。
千葉胤成大会長の下，参加者約 120名，そして 87の発表 （講演） が行われている。これ
が初回の東北大主催の大会であった。



















そして 2018年 9月の第 82回大会。会場は前回大会と同じ仙台国際センター。その規
















































Cornsweet, 1963 ; Zucker, 1969） 。また，当時の心理生理学領域のハンドブックは多く














































































　　1）記器類 : 波動記器，マルキール，マグネット，タンブール，煤煙装置  
　　2）測定器　 3）電気器　4）スタンド類
⑨　器具











重量識別 （圧秤 Druckwage nach Stratton）
触空間閾 （皮膚感覚計測器 Aesthesiometer）
温点の分布 （円錐型温覚器 Temperatur-Kegel，寒暖計）
色彩好悪 （Gedächtnisapparat nach Lipmann）
抽象視作用 （Tachistoskope nach Netschajeff，刺激カード 5枚）
時間計量 （ストップウォチ，計算帖）














　実験者 : 千葉先生，観察者 : 加舎亨
　日時 : 大正 15年 5月 19日午後 3時
　器械 : Aesthesiometer 
○実験題目 : 触空間閾
　実験者 : 松久義平，観察者 : 佐藤玲
　日時 : 15年 6月 2日午後 3時






　実験指導者 : 対馬貞夫，観察者 : 扇谷弘一
　日時 : 6/5，天候及ビ気温 : 稍暑，場所 : 4
　器械・用具 : Gedächtnisapparat nach Lipmann
　実験手続 : 比較選出法









　用具 : Stratton氏ノ圧秤（Druckwage nach Stratton）
□実験題目 : 再生型
　実験者 : A，観察者 B




　実験者 : 朝下忠，観察者 : 金子一郎





　実験者 : 田村照一郎，観察者 : 長谷川松治
　日時 : 昭和 10年 6月 5日午後 4時-5時
　器械 : stop-watch，計算帖，ソノ他
□記憶像
　目的 :  E. Jaenschノ所謂記憶像ノ中デ特ニ残像及ビ表象像ニ就キテ個性的観察ヲ行
ワントス










　実験者 : 黒田一郎，観察者 : 須藤吉之助
　日時 : 昭和 10年 6月 25日午後 4時-5時
　器械 : Chiba’s Temperature Cone
　検出場所 : 左腕上膊ノ内側，手首ノ近ク
□実験題目 : 温点ノ分布
　器械 : 円錐形温覚器，寒暖計（Temperatur－ Kegal, Temperature cone）
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　其他 : 観察部位 : 左腕上膊ノ内側，手首ノ近ク
　　　　室内温度――――　　　　湯ノ温度――――――
○観察題目 : 温点分布
　観察指導者 : 石塚一石，観察者 : 福田英男
　日時 : 昭和 16年 5月 9日午後 3時-5時　曇 18℃




　器械 : 5 cm平方ノ色紙，灰色ノ衝立，ストップウォッチ
□判断の中心化傾向についての実験
□実験題目 : 抽象作用
　器械 : 瞬間露出器（Tachistoscop nach  Netschajeff）
　　　　刺激カード五枚
○実験題目 : 記憶像




　観察指導者 : 對村恵祐，観察者 : 阿部千枝子
　日時 : 15.9.20午後 4-5.30






　観察指導者 : 菊地信夫，観察者 : 薬師正男
　日時 : 昭和 12年 12月 3日
　器械・用具 : 瞬間露出器，刺激カード（5枚）
　其他 : 露出時間約 3/5秒
　
○観察題目 : 再生型











 1　温点 ･冷点の検出　　　 2　圧覚識別　　　 3　音強度識別
 4　運動感覚の再生　　　　 5　重量知覚　　　 6　触空間閾
































ある。1933年から 1938年までの 5年間でこの間 46論文があり，そのうちの 40%弱が
実験報告である。大戦中の期間の 1939年から 1949年までの 10年間では 42本あり，そ
のうちの 20%強が該当している。この期間に終戦直後の 4年間が含まれているのは，
定期的な出版は行われなくなり，複数年にわたってまとめられたためである。終戦直後
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The Creation of the Psychology Laboratory in Tohoku University  
and its Early Equipment
Hatayama Toshiteru
 　This paper briefly surveys how scientific, experimental psychology was introduced into Tohoku 
Imperial University and became an important measure to explore psychological interiority.　Various 
activities at the psychology laboratory such as the role that experimental instruments played in the 
early stages of research, educational programs created and the process of incorporation into the his-
tory of Japanese Psychology are explored.　Further, how these have been preserved as monumen-
tal, psychological tools is also examined.  
 　The relevant records that these works relied on relate to the establishment of the psychology 
laboratory at Japan’s third Imperial University and later developments with regard to instrumenta-
tion in experimental psychology.　The establishment of the laboratory as well as  experimental psy-
chology therein is then described.　Specifically, the scientific stances of three professors, Chiba 
Tanenari, Ohwaki Yoshikazu, and Kitamura Seiro, and their emphasis on the usefulness of experi-
mental approaches to psychological issues and theoretical considerations of consciousness is dis-
cussed.
　　The experimental instruments and materials in the early psychology laboratory were intro-
duced by Prof. Chiba and were indispensable for conducting experimental research and Chiba’s pro-
gram of experimental training mainly on sensation and perception.　Over time, the use of 
experimental instruments substantially declined after the development of behavioristic views, the 
growing interest in cognitive sciences, and the initial burst of enthusiasm for PCs as a ubiquitous 
machine in the 1980s.　On the other hand, among Japanese psychologists, emphasis appears to have 
been placed on the importance of preserving these experimental instruments as historical tools.  
　　Based on these developments, this paper examines the process of the early equipment becom-
ing a landmark in the history of Japanese psychology, as follows : first, on the basis of the “Hikae-
bo” （an official record of laboratory instruments and materials） and the JPA survey （Japanese 
Psychological Association） at the laboratory, the present conditions for the preservation of the early 
instruments was again assessed.　Second, situations thought to have caused serious damage and 
loss of those historical tools are considered.　Third, inferences on when and how these became per-
ceived as classic are discussed.　Finally, the effective utilization and importance of preserving the 
early instruments is examined.
